
広報えな　16

　

恵
那
市
で
は
、
新
聞
紙
の
「
お
く
や

み
欄
」
が
土
日
は
掲
載
さ
れ
ず
、
月
曜

日
に
は
す
で
に
葬
儀
が
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
日
も
新
聞
社
と

連
携
し
て
、
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

（
青
明
さ
ん
・
大
井
町
）

　
「
お
く
や
み
欄
」へ
の
掲
載
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
方
か
ら
の

申
し
出
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、
正
確
な
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
氏
名
な
ど
戸

籍
を
確
認
し
た
上
で
新
聞
社
へ
連
絡
し

て
い
ま
す
。
土
日
お
よ
び
祝
日
に
届
け

出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
休
み
明
け
に
戸

籍
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
恵

那
市
に
戸
籍
が
な
い
場
合
は
、
他
市
町

村
に
確
認
後
、
新
聞
社
へ
掲
載
の
連
絡

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
正
確
な
情

報
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

掲
載
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。（

市
民
課
）

　

道
路
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
目
に
付

き
ま
す
。
た
ば
こ
は
歩
き
な
が
ら
吸
う

も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
都

で
も
、
あ
ち
こ
ち
で
禁
煙
に
な
っ
て
い

ま
す
。
恵
那
市
も
観
光
都
市
で
す
。
思

い
切
っ
て
市
内
を
禁
煙
地
域
に
し
て
ほ

し
い
。

（
篠
原
さ
ん
・
大
井
町
）

　

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を
設
け

る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
人
込
み
の
中
で
た
ば
こ
を

吸
う
と
、
他
人
に
や
け
ど
を
負
わ
せ
た

り
、
他
人
の
衣
服
を
焦
が
し
た
り
す
る

な
ど
、
大
変
危
険
な
行
為
で
あ
る
か
ら

で
す
。
従
っ
て
、
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
多
く
は
、
主
要
駅
周
辺
や
繁
華
街

な
ど
、
禁
止
区
域
は
人
が
密
集
す
る
所

に
限
定
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
は
も
っ

と
も
で
す
が
、
人
の
行
動
を
制
限
す
る

に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

　

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
設
定
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
広
く
聞
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。 

　
　
　
  
（
環
境
課
）

　

現
在
は
、
車
社
会
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

社
会
の
隅
々
ま
で
車
が
渡
っ
て
い
ま

す
。
事
故
は
使
用
す
る
者
の
心
一
つ
で

重
大
な
事
態
を
招
き
ま
す
。
市
民
が
犠

牲
者
や
加
害
者
に
な
っ
た
と
き
を
考
え

る
と
、
本
当
に
市
交
通
災
害
共
済
事
業

を
廃
止
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
・
東
野
）

　

市
交
通
災
害
事
業
に
つ
い
て

は
、
急
激
な
車
社
会
の
到
来
に

伴
い
、
多
発
す
る
交
通
事
故
被
害
者
の

救
済
制
度
と
し
て
、
昭
和　

年
に
創
設

４３

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、
民

間
会
社
に
よ
る
保
険
制
度
が
普
及
・
充

実
し
、
交
通
災
害
な
ど
を
含
め
た
障

害
・
損
害
保
険
、
共
済
制
度
な
ど
保
障

制
度
が
充
実
し
て
お
り
、
市
交
通
災
害

共
済
へ
の
加
入
者
も
、
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
市
は
行
政
運
営
の
ス
リ
ム

化
と
適
正
規
模
を
目
指
し
た
、
市
行
財

政
改
革
大
綱
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
交
通
災
害
共
済
制
度

は
、
市
行
政
評
価
委
員
会
に
よ
っ
て
存

続
・
廃
止
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
、
民
間

保
険
事
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、「
平
成

　

年
度
廃
止
に
向
け
、
平
成　

年
度
中

１９

１８

に
調
整
す
る
」
と
平
成　

年
１
月
に
答

１８

申
さ
れ
、
そ
の
内
容
を
本
紙
で
公
表
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
１
年
か
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
加
入
状
況
な
ど
検
討
し

た
結
果
、
行
政
と
し
て
制
度
創
設
当
初

の
役
割
は
終
え
た
も
の
と
判
断
し
、
平

成　

年　

月
議
会
で
廃
止
が
可
決
さ
れ

１８

１２

ま
し
た
。

　

な
お
市
交
通
災
害
共
済
事
業
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成　

年
３
月　

１９

３１

日
ま
で
の
間
に
交
通
災
害
に
遭
わ
れ
た

方
は
、
そ
の
日
か
ら
２
年
間
「
共
済
見

舞
金
」を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
今
日
ま
で
、
皆
さ
ん
が
拠
出
さ

れ
、
積
み
立
て
ら
れ
て
き
た
基
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
、
交
通
安
全
の
た

め
の
対
策
や
施
設
整
備
事
業
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

（
防
災
対
策
課
）

　

山
岡
町
で
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
公

共
の
建
物
が
、
壊
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
公
民
館
や
資
料
館
は
老
朽
化
の
た

め
、
婦
人
の
家
や
ヘ
ル
シ
ー
ハ
ウ
ス
も

２
―
３
年
の
う
ち
に
…
。
建
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
過
ぎ
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま

す
が
、
利
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
を
う
ま
く
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
安
藤
さ
ん
・
山
岡
町
）

施
設
の
有
効
利
用
を

新
聞
の
「
お
く
や
み
欄
」

に
つ
い
て

道
路
で
目
に
す
る
た
ば
こ

の
吸
い
殻
に
つ
い
て

市
交
通
災
害
共
済
事
業
の

廃
止
に
つ
い
て
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市
で
は
、
平
成　

年
３
月
に

１８

市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
計
画
の
中
で
は
、「
公
の
施
設
で
、

同
じ
用
途
の
ほ
か
の
施
設
で
代
用
で
き

な
い
か
」「
施
設
本
来
の
役
割
を
達
成
で

き
て
い
る
か
」
な
ど
の
判
断
に
よ
り
、

施
設
の
統
合
お
よ
び
廃
止
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
市
は
、
同
じ
規
模
の
自
治
体

と
比
べ
、
非
常
に
多
く
の
公
共
施
設
を

有
し
て
お
り
、
施
設
の
統
廃
合
は
真
っ

先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

山
岡
公
民
館
は
、
老
朽
化
の
た
め
山

岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
統
合
し

ま
し
た
が
、
山
岡
農
村
婦
人
の
家
と
ヘ

ル
シ
ー
ハ
ウ
ス
山
岡
は
、
現
状
の
と
お

り
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
本
紙
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

（
山
岡
振
興
事
務
所
振
興
課
）
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広
重
賞
第
３
回
恵
那
市
こ
ど
も

版
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

　

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市
内　
２１

の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
･
保
育
園
か
ら
、

２
４
６
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
１
５
４

点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

□
作
品
展　

３
月　

日�
―
４
月
８
日

１５

�
（
月
曜
、
３
月　

日�
休
館
）
午
前

２２

９
時
半
―
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４

時
半
ま
で
）
※
作
品
展
は
観
覧
無
料

□
表
彰
式　

３
月　

日�
午
前　

時
―

１８

１０

中
山
道
広
重
美
術
館
メ
ー
ン
ラ
ウ
ン
ジ

（
無
料
ゾ
ー
ン
） 

□
問
い
合
わ
せ　

中
山
道
広
重
美
術
館

�
２
０
―
０
５
２
２

▲恵那市商店街連合会長賞　
市川美菜実さん「きれいにしよ
うはみがき」（恵那北小２年）

▲市観光協会長賞　堀あかりさん
「岩村の奥の細道」（岩邑中１年）

▲市文化振興会長賞　有賀
まなみさん「うまくとべるか
な」（大井第二小２年）

■奨励賞　近藤甲斐（中野方小３）、竹内おうが（武並小１）、宮地祐奈（武並小２）、安藤みなみ（武
並小４）、渡辺美咲（武並小４）、西戸真菜（武並小５）、石川将司（武並小５）、渡辺雅也（長島小２）、
阪上真由（長島小４）、鷹見悠世（長島小６）、太田紗耶（大井小５）、篠原翔（東野小２）、長谷川真理
（東野小３）、伊藤賀子（東野小５）、鈴木春菜（東野小６）、かちあかり（大井第二小１）、浅野美友（大
井第二小３）石田麻友（大井第二小６）、もりいあやな（大井幼稚園）

▲市長賞　千道友里絵さん
「夜泣き桜」（東野小５年）

▲広重賞　高野愛理さん「ミシン練
習」（武並小５年）

▲市議会議長賞　丹羽真里
亜さん「給食当番がつぐみ
そしる」（武並小４年）

▲市教育長賞　長谷川里香さん「あ
そんでいるおしし」（東野小１年）

▲商工会議所会頭賞　南中道
駿地くん「「こぶとりじいさ
ん」より　おじいさんのおど
りが上手で、鬼も楽しくなっ
ておどったよ」（二葉幼稚園）

▲美術館館長賞　西尾菜美さ
ん「とびばこ」（武並小２年）

▲恵那市校長会長賞　橘　
充くん「リコーダーをふく
友だち」（大井第二小３年）


